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都道府県番号   ３９ 
都道府県名 高 知 県 

                          【 ①□  ②□レ  ③□ 】  
Ⅰ 学校名及び規模 
学校名 中土佐町立久礼中学校 
学 年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数 
学級数  ２  ２  ２  ２  ８ 
生徒数  ４５  ４５  ４３  ２ １３５ 

  １９ 

 
Ⅱ 研究の概要 
（１） 研究主題 

学力向上を図るための取り組み方の研究 
 
（２） 研究主題設定の趣旨 

学力向上は学校全体で取り組まなければならない課題である。しかし、中学校は教科

担任制であり、また各教科の基礎学力のとらえ方は様々で、学校全体すなわち全教員の

課題とするのが難しい。 
本校は、平成１４年度から英語と数学において習熟度別学習を重視した少人数による

コース別の授業を導入した。その実践研究から実施に当たっては、教師と生徒との信頼

関係や一人一人の生徒が周りを気にすることなく学習に取り組める環境づくりなど、学

習環境づくりが前提条件として極めて重要であると考えるようになった。 
また、学習規律を含めて学習環境は、各教科の基盤であり、それは全教員の共通課題

になるとの考えに至った。また、当然ながら学力向上を図るうえで、望ましい学習環境

ならば学習意欲が生まれ、より効果が発揮できると考えている。 
そこで、研究の視点を学校づくり、すなわち学習環境づくりと少人数指導などの実践

研究とすることにした。そして前述のような仮説を立て、平成１５年度を迎え、学力向

上フロンティア事業の指定校となった。そして、学力向上を図るためには、これらの考

え方に立ち、課題解決を図る学校体制づくり、取り組み方が重要であるとの認識に立ち

本研究主題を設定した。 
 
 
Ⅲ 研究の概要 
（１）研究推進体制の工夫 
 



教科部会 
 
   校 長  教 頭    研究推進委員会   校内研究 
 
                         学年会 
 
※研究推進委員のメンバー・・・校長、教頭、研究主任、教務主任、学年主任 
※少人数指導研究体制・・・数学科：数学担当の３名の教員 
               英語科：英語担当の３名の教員 
 
（２）研究の実際 
①学校全体で取り組む学習環境づくりの実践研究 
本校では、学力向上を図る研究を推進するうえで、学校づくり、すなわち学校全体

で取り組む学習環境づくりには、次の意義があるとの仮説を立てて取り組んでいる。 
ア、中学校は教科担任制であり、各教科の基礎の共通項と学力向上の問題を学校全

体の課題とするためには、学習規律を含め学習環境づくりがそのポイントになる。 
イ、少人数によるコース別の授業が効果を発揮するためには、生徒同士、教師間、

教師と生徒の信頼関係が重要であり、少人数指導が成功するかどうかはその基盤

づくりに大きく左右される。 
ウ、生徒が意欲をもって学習に参加する集団づくりに取組むことにより、学力の向

上が図られる。また、少人数などの授業によりさらなる効果が期待できる。 
 
そして、学習環境づくりでは、日常の全校的な取り組みとして具体的に、次の３つ

を実施し実践的な研究に努めている。 
 （その１）あいさつ運動の実施 
毎朝、生徒が登校する１０分間の朝のあいさつ運動をはじめとして、教員と生徒が一

緒になって、学校をあげて「あいさつ」に取り組んでいる。お互いの人権（学習権を

含む）を大切にする。明るく過ごしやすい学校、生徒の表情が良くなる、などを期待

し取り組んでいる。 
 

（その２）全校読書 
毎朝、１０分間は全校読書の時間とし、全校が読書に集中する取組を行っている。静

かで落ち着きのある朝のスタート、授業へ集中する生徒、学習に主体的に取り組む生

徒集団になることなどを期待し取り組んでいる。 
  
  



（その３）全校体力つくり 
毎日、授業終了後から放課後にかけて、全校体力つくりの時間とし、教師も生徒も一

緒になって全校でランニングを行っている。学校に一体感や勢いができる、教師と生

徒がふれ合う時間となり信頼関係がより強くなる、集中力や持続力、粘り強さができ

ることなどを期待し取り組んでいる。 
 
本校はここ数年、生徒が入学してから学年が進むにつれて段々と表情がよくなり、学

習態度、生活態度も良くなり、学力も向上する傾向にある。その大きな要因は学校全体

として取り組む学習環境づくりの成果によるところが大きいと考えている。 
 
②英語と数学の少人数によるコース別授業の実施 
本校は本年度、普通学級は各学年とも２クラスである。英語と数学は、どの学年と

も２クラスを３コースに分け少人数の授業を行うことを原則とし、研究を推進してい

る。もちろん、コース分けでは、生徒の意向、保護者への事前の手立てを行い、実施

の過程では生徒への意識調査や学力の定着状況も把握しながら研究を推進している。 
 
（３）研究の成果と課題 
①成 果 
○全校体制による学習環境づくり、少人数指導による授業の改善、補充指導など学力

向上に向けて学校体制づくりに取り組んだ結果、全国標準学力テストの結果にもその

成果がでてきた。 
 
○生徒と教師が協力して、あいさつ運動や全校読書や全校体力つくりに取り組み、生

徒は真剣に授業に取り組むようになったし、生徒の表情、生徒と教師の信頼関係が構

築されるなど、学力向上の基盤・環境が整ってきた。 
 
○全校による学習規律を含めた学習環境づくりにより、学力向上フロンティア事業を

全教員の課題とすることができ、職員の意識が変わってきた。 
 
○定期的に研究授業を実施する中で、コース別の授業におけるきめ細かな指導や教材

開発ができた。 
 
②課 題 
○学力向上に向けての学習環境、学校体制が整ってきたが、今後は学力向上に向けて

の授業改善の研究、学校の取り組み方の更なる研究が課題である。 
 



（４）研究成果の普及の方策 
①平成１６年度には研究紀要を作成し研究発表会を開催する計画で、研究成果につい

て教育関係者や保護者、地域に広く公表する。 
②県教育委員会の冊子などに掲載の要請があり、本校の取り組みを知っていただく。 
③小・中連携教育の一環として関係小学校へは説明し意見交換を図る。 
④県主催の学習指導講座で発表する機会を得て、県内の中学校に知ってもらった。 
⑤県内の中学校から校内研究での発表の要請があり提案と意見交換を行った。 
⑥学力向上推進協議会で発表する機会を得て提案できた。 

 
（５）その他 
 

◇次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること。（複数チェック可） 
【新規校・継続校】   □レ１５年度からの新規校  □１４年度からの継続校 
 
【学校規模】   □３学級以下    □4～６学級 
         □レ７～９学級    □１０～１２学級 
         □１３～１５学級  □１６学級以上 
 
【指導体制】   □レ少人数指導    □Ｔ・Ｔによる指導 

□その他 
 
【研究教科】   □国語   □社会   □レ数学   □理科 
         □レ外国語  □音楽   □美術   □技術・家庭 
         □保健体育 □その他 
【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】  □レ有  □無 

 
 【特色ある取組事例としての紹介したいポイント】 
   英語と数学においての習熟度別学習を重視した少人数によるコース別の授業を導入

している。全校体制による学習環境づくり、少人数指導による授業の改善、補充指導

などに取り組んだ結果、全国標準学力テストの結果にも成果が出てきている。 
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